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１．研究計画の概要 

 キシログルカナーゼ形質転換体ポプラの野
外試験を産業利用を目的として（農水省第一
種使用）行う。 

２．研究の進捗状況 

 遺伝子組換えポプラの野外試験で得られ
た木部の構造変化を解析した。キシログルカ
ンの特異的な分解に関わる AaXEG2 遺伝子の
構成発現により、キシログルカン量が 30％に
減少し、及びリグニン量は変わらず、セルロ
ース量が若干増加した。木部の糖化性は、木
粉およびホロセルロースにおいて組換え体
の方が野生株よりも高かったが、ナノファイ
バーでは両者が等しくなった。ホロセルロー
スから超音波によるナノファイバー抽出過
程では組換え体の方が解繊が容易であった。
また、TEMPO 酸化によって得られたナノファ
イバーは、組換え体のセルロースミクロフィ
ブリル幅の方が太いことが観察された。これ
らの結果より、キシログルカンはサブエレメ
ンタリーフィブリルに結合し、セルロース繊
維を架橋することが推察された。 

３．現在までの達成度 

 おおむね順調に進展している。理由：全て
はうまくいっているため。 

４．今後の研究の推進方策 
 全てはうまくいっている。 
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